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防災空地を創造的に活用したコミュニティ再生 

——長田南部地区の事例から—— 
Community Revitalization by Creative Use of the Open Space for Disaster 
Prevention: The Case Study of the Southern District of Nagata Ward, Kobe 
City  

 

1. はじめに

(1)研究の背景と目的
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(2)研究対象の限定と方法の精査
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(1) 創造的復興と都市への権利
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(2) 西洋近代化における断絶線
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2. 阪神・淡路大震災の復興事業が残した課題
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(3) 災害復興と復興災害
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筆者は、アートプロジェクトがコミュニティ創生に作用している現場を、以下のような理論的枠組みで把握してきた。アド

ルノ、ホルクハイマーらのフランクフルト学派第一世代は、市場と国家からなるサブシステムに抵抗する最後の砦として芸

術文化に仄かな希望を託していた。しかし彼らは、社会と文化の分裂を批判しながらも、結局は両者を再び関係づけるプ

ログラムを提示できなかった。これに対しハーバーマスは、新しい社会運動において美的経験がもつ意味に注目した。「美

に関する根本経験が持つ生産性と起爆力」は、目的合理性に支配された行動やパターン化された日常の知覚からわれわ

れを解放する。とりわけアヴァンギャルド芸術の「めくるめくような効果」のなかで、「自己実現の目標となる諸価値の目録が

革新され豊富になる」（ 1990 。

こうした美的近代のラディカルな経験内容のおかげで、生活世界の資源が活性化される。この点に、アートプロジェクト

が本来めざすべき社会文化的ポテンシャルがある。とりわけサイトスペシフィックな視点を重視するアートプロジェクトは、現

代アートを起爆剤とした地域の文化資源の再発見と、その現代的刷新という社会哲学的ミッションを担っている。 

生活世界の資源を活性化するのは、アヴァンギャルド芸術のめくるめくような効果だけではない。
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3. 長田南部地区における文化的コモンズの形成
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4. まちなか防災空地の創造的活用

(1) 神戸市の方針と制度設計
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(2)まちなか防災空地の生成と創造的活用についての関係者インタビュー

① まちなか防災空地の生成について。誰がどのようにして防災空地への転換ができそうな場所を見つけて来た

か。その際に行政・地権者・まちづくり協議会の連携は、実際にどのような手順で行なわれてきたか。
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② アーティストとまちの関わりについて。まちなか防災空地の創造的活用を考える場合、様々な実践を通して、

その「創造性」をどのように定義することができるか。「コミュニティアート」におけるアーティストと住民との

共創活動の空間として防災空地には様々な可能性があると思われるが、その場合にアーティストに求められる資

質とスキルはどのようなものか。
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③ 下町芸術祭で防災空地を活用するアイディアは、どのようにして生まれたのか。１回目と２回目では、実際

の活用にどのような違いがあるか。下町芸術祭での活用によって、コミュニティにとっての防災空地の意味と価

値がどのように変化したと思うか。
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④ まちなか防災空地の取組みを他の密集市街地に応用するとしたら、どのような点に留意すべきか。
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5. 考察と今度の課題
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COMMUNITY REVITALIZATION BY CREATIVE 
USE OF THE OPEN SPACE FOR DISASTER 

PREVENTION: 

THE CASE STUDY OF THE SOUTHERN DISTRICT 
OF NAGATA WARD, KOBE CITY  

Kazuo Fujino 

Abstract 

Kobe City has laid out ‘machinaka-bousaikuchi’ (the vacant lot for disaster prevention in the downtown) in 
order to secure the space for prevention of the spread of a fire or the other disasters. This space is expected to be 
used as common space in daily life. The theme of this research is to clarify the requirements for revitalization of 
community by creative use of ‘machinaka-bousaikuchi’. In the case study of the southern district of Nagata 
Ward, the effort has a potential as a generator of ‘Cultural Commons.’ For the purpose of such creative use of 
the space, it’s important to form and cultivate the subject in the community who coordinate the tripartite 
agreement, which is made by the landowner, the Machizukuri-Council (the council of town planning) and Kobe 
City. How these three actors, the administration, the consultant and artists can cooperate in order to realize the 
key point? In this paper, this subject is clarified by participant observation and interview.  

©2018 Research Center for Urban Safety and Security, Kobe University, All rights reserved.

― 209 ―




